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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、「能力」概念に着目した国際調査を通して、シュタイナー教育の現
代的な意義を論証することにある。本研究の成果として、『シュタイナー教育思想の再構築－その学問としての
妥当性を問う』（ナカニシヤ出版、2018年）を出版した。そこでは、シュタイナー教育思想の成立背景と実践的
特徴を確認したうえで、「教育学」「科学」「哲学」で論じられる学問的な概念に照らしてシュタイナー教育の
理論・実践の妥当性を明らかにした。とりわけ、シュタイナー教育学が新たなWissenschaft（科学・学問）の可
能性を有し、「生きる力」や「コンピテンシー」の育成に貢献しうることを論証した。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to demonstrate the contemporary significance
 of Steiner education through international research focused on the concept of "ability".  As a 
result of this research, we published "Reconstruction of Steiner Educational Thought - Validity as 
its Science" (Nakanishiya Publishing, 2018).  Then, after confirming the background and practical 
features of Steiner educational thought, the validity of the theory and practice of Steiner 
education is clarified in light of the academic concepts discussed in "pedagogy", "science" and "
philosophy".  In particular, we demonstrated that Steiner Pedagogy has the possibility as a new 
Wissenschaft (science and academic) and can contribute to the development of "living ability (zest 
for living)" and "competency".

研究分野： 教育哲学
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1. 研究開始当初の背景 
本研究が目的とする「シュタイナー教育の

学校調査」にっいては、これまで国内外で、
〈アビトゥーア試験の成績〉や〈卒業生の進
路・学校観・生活観〉に焦点を当てた以下の
先行研究がある。しかし、以上の研究は、主
としてアビトゥーアやシュタイナー学校卒
業生の進路・学校観に焦点を当てたものであ
り、シュタイナー教育の理論・実践の全体像
を示し得ていない。さらに、後者の学校調査
においては対象が欧米先進国のシュタイナ
ー学校卒業生に限定されるため（進路に関し
ては全米データとの比較はあるが）、教育内
容・方法の一般的な妥当性や日本への受容可
能性を吟味するには不十分といえる。それに
対して本研究では、調査対象を、先進国・途
上国・日本の小中高校生とし、調査内容を全
ての教育内容・方法と獲得能力とし、学校種
も、シュタイナー学校に、一般の公立学校や
他の私立学校、公立学校内のシュタイナー教
育コースを加え、多角的な比較調査を行うこ
とが特徴である。こうしたグローバルな比較
調査によって、シュタイナー教育の特殊性と
有効性が有意な形で示しうるものと考える。
加えて、〈能力概念〉に焦点を当て〈理論（認
識論等）〉と〈実践（方法論等）〉との架橋を
試みる総合的な研究は国内外で皆無であり、
本研究が噛矢といえる。 
 
2. 研究の目的 
本研究の目的は、閉塞する学校教育の「救

い主」として世界的な注目を集めるシュタイ
ナー教育について、その今日的意義を「能力」
概念に着目し、理論・実践の両面から論証す
ることにある。具体的には、その教育の根底
に置かれる〈原理（認識論等）〉と実際の〈教
育方法・内容〉ならびに〈達成される能力〉
との有機的な連関をグローバルな規模のア
ンケート調査によって解明していく。調査の
対象は、国内外の初等・中等教育に属するシ
ュタイナー学校と一般の学校の生徒ならび
に教員とする。本研究を通して、今日的な能
力概念である「キー・コンピテンシー」
（OECD）とシュタイナー的能力概念との共
通点と相違点が解明され、わが国が進める
「生きるカ」の育成に貢献する具体的で実践
的なオルターナティブとしての教育の在り
方を提示するものである。 
 
3.  研究の方法 
まず、平成 25 年度には、今日的な能力概

念である「キー・コンピテンシー」（OECD）
とわが国の「生きるカ」の各概念を分析し、
その構造特徴を明らかにする。そのために、
OECD のプログラムである「コンピテンシー
の定義と選択（DeSeCo: Definition and  
Selection of Competencies）」の最終報告で
ある PISA 2003 Assessment Framework. 
OECD 2003.ならびにその後の報告 PISA 
2009 Assessment Framework ‐ Key 

Competencies in Reading, Mathematics 
and Science, OECD 2009、さらには、文部
科学省による中央教育審議会答申「21 世紀を
展望した我が国の教育の在り方について」
（平成 8 年）、「我が国の高等教育の将来像」
（平成 17年）、内閣府人間力戦略研究会の「人
間力戦略研究会報告書」（平成 15 年）、中央
教育審議会教育課程部会「教育課程部会にお
けるこれまでの審議のまとめ」（平成 19 年）
等の関連記述の分析を通して、今日的な能力
概念を描出する。加えて、シュタイナーによ
って教育上重視される能力概念を導出する
ために、彼の関連著作、Erziehung des 
Kindes vom Gesichtspunkte der 
Geisteswissenschaft. Dornach 1907. 
Anthroposophie, Psychosophie, Pneuma to 
Sophie, Dornach 1931, Allgemeine 
Menschenkunde als Grundlage der 
Paedagogik, Dornach 1932 等を分析する。 
平成 26 年度は、平成 25 年度の研究から判

明する、教育上期待される「今日的能力」（キ
ー・コンピテンシー、生きるカ）と「シュタ
イナー的能力」に着目し、そうした能力の獲
得程度を検証するためのアンケートを作成
する。具体的に、アンケートは、知（思考）・
情（感情）・意（意志）・体（身体）・徳（価
値観）・社会性という指標に対して、人生観、
職業観、学校観、獲得能力、健康、家庭・社
会の側面を問うパラメーター構成とする。し
かも、各問いは、シュタイナー教育の根底に
置かれる〈原理（認識論・人間観・世界観）〉
と実際の〈教育方法・内容〉ならびに〈達成
される能力〉との有機的な連関を組み込んだ
内容とする。 
平成 28 年度は、アンケート調査を、先進

国（オーストラリア）・途上国（フィリピン）・
日本の小・中・高校のシュタイナー学校なら
びにその他の私立（モンテッソーリ学校を含
む）・公立学校で実施する。 
最終年度の平成 29 年度は、以上の理論・

実践研究を整理し、その成果を著作・論文に
著し、シュタイナー教育の理論・実践の学問
的妥当性と現代的意義、そして日本への適応
可能性を明らかにする。 

 
4. 研究成果 
本研究の目的は、閉塞する学校教育の「救

い主」として世界的な注目を集めるシュタイ
ナー教育について、その今日的意義を「能力」
概念に着目し、理論・実践の両面から論証す 
ることにあった。 
本研究の成果は、理論研究と比較研究とし

て整理された。 
まず、シュタイナー教育の理論研究論文と

しては、「シュタイナー教育思想の哲学的基
盤（1）「哲学的考察の原点」としてのカント
的認識論」『HABITUS』（17 巻、45-59 頁、
2013 年）、「シュタイナー教育思想の哲学的
基盤（2）「哲学的考察の原点」としてのカン
ト的認識論」『HABITUS』（18 巻、101-114



頁、2014 年）、「シュタイナー教育思想の哲
学的基盤一ゲーテと E.ハルトマンの認識論」
『倫理学研究』（22 号、1-19 頁、2014 年）、
「シュタイナー教育思想の哲学的基盤（3）
フ ィ ヒ テ の 自 我 論 の 受 容 と 克 服 」
『HABITUS』（19 巻、35-49 頁、2015 年）、
「シュタイナー教育思想の哲学的基盤（4）
一「精神」と「自由」の獲得に向けたヘーゲ
ルの認識論（前半）」『HABITUS』（20 巻、
17-30 頁、2016 年）、「シュタイナー教育思想
の成立背景と実践的特徴」『倫理学研究』（23 
号、13-30 頁、2016 年）、「シュタイナー教育
思想の哲学的基盤（4）一「精神」と「自由」
の獲得に向けたヘーゲルの認識論（後半）」
『HABITUS』（21 巻、17-26 頁、2017 年）
として著わされた。 
また、シュタイナー教育の比較研究として

は、「中国に灯されたシュタイナー教育の炎
一移入のプロセスと展望」『倫理学研究』（21
号、79-101 頁、2013）ならびに `Holistic 
Paradigm Common to Educational 
Thought of R. Steiner and M. Montessori 
Questionnaire for School Investigation, in: 
Ringaku-Kenkyu, vol. 24, pp.103-121, 2013
として著わされた。理論 7 本、実践 2 本の合
計 9本の論文が本研究の成果として刊行され
た。 
さらに、本研究の集大成としては、単著『シ

ュタイナー教育思想の再構築一その学問と
しての妥当性を問う』（ナカニシヤ出版、2018
年 1 月）が出版された。そこでは、シュタイ
ナー教育思想の成立背景と実践的特徴を確
認したうえで、従来の「教育学」「科学」「哲
学」で論じられる学問的な概念に照らしてシ
ュタイナー教育の理論・実践の妥当性を明ら
かにした。とりわけ、本研究でとりあげたシ
ュタイナー教育の方法と内容が新たな
Wissenschaft（科学・学問）の可能性を有し、
わが国の「生きる力」や国際的な「コンピテ
ンシー」の育成に貢献しうることを論証した。      
加えて本研究成果は、すでに教育学領域で

注目され、この 4 月 27 日には大阪府立大学
からの招待講演（公開講座）において、「シ
ュタイナー教育の実践的意義と学問的妥当
性」というタイトルで講演することが決まっ
ている。 
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